
【コラム】「梶山・牧野対談」編集後記（弁護士深谷直史）
昨年11月17日に、埼玉総合法律事務所創立50周年記念パーティーが盛大に開かれました。弁護士会・自由法曹団・労働弁護団・顧問
先など、大勢の方々に列席いただき、埼玉総合の伝統の重みを感じました。これからの10年20年と埼玉総合の役割を全うすべく、私も
頑張ろうと気持ちを新たにした次第です。
創立50周年ということで、記念紙の作成も行いました。50年の歴史は厚く長く、今後の事務所の展望も語るなど、内容も盛り沢山となっ
ておりますので、ぜひ読んでいただきたいです。
私は、巻末の「梶山・牧野対談」企画のインタビュー・編集を担当しました。インタビューを通じて、「聞く力」の大切さを痛感しました。
話を引き出すには、インタビュアーも知識を入れておかねばなりません。過去の事務所ニュースや『心礎を築く』に目を通し、事務所の歴
史や両先生の生い立ちを知るなど、準備の方が大変でした。口先だけのテクニックではなく、裏打ちされた知識や事前の準備が、「聞く力」
を育むことになるのだと感じました。
普段から寡黙な大重鎮のお二人から話を引き出すのは非常に緊張しましたが、宮澤先生・城口先生との思い出や未来の埼玉総合について、
喜んで話してくださり、インタビューは大成功。入念な準備や、インタビュー中に日本酒を差入れしたことが、功を奏したと思っています。
中には、とても記念誌には書けないような話も聞いてしまいました。「聞く力」もほどほどにしないといけないなと思いました。

弁護士　深谷　直史

（事務所ニュース・2024年新年号掲載）

【コラム】弁護士１年目を振り返って（弁護士　深谷直史）
今年の５月で、弁護士になって１周年を迎えることができました。２年目に突入です。
１年間、長いようで短かったような気がします。今年に入ってからも、心に残る出来事はたくさんありました。

１月から３月にかけては、法教育イベントに参加して毎週のように小中学校に行っていました。
生徒たちには、課題発見の授業と称して、「ルール作り」や「議論のしかた」について学んでもらいます。
普段の学校の授業で習わないことですので、子どもたちも一生懸命に考えて意見を言ってくれます。
みんなとても積極的なので、弁護士は傍で見ているだけのことが多いです。

学校教育のシステム上、「どんな校則も守らないといけない。」「先生の言うことやルールは絶対だ。」と思ってしまっている生徒たちも
非常に多いです。
法教育の授業では、弁護士が教室にやってきて、生徒たちに、「本当にこの校則は要るのかな？」、「どんなルールがあるといいかな？」
と問いかけ、生徒たちの新たな視点と自主性を育むことを目的としています。将来の日本の民主主義を担う子どもたちを育てる一助になっ
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ていると思って、これからも法教育の活動は続けていきたいと思います。

今年度は、ご縁もあって、埼玉弁護士会の調査局も務めることになりました。
尾崎執行部のもと、様々な弁護士会主催のイベントのお手伝いもしています。
目の前のことに一生懸命に取り組み、新しいことにもチャレンジする２年目にしたいと思います。

弁護士　深谷　直史

（事務所ニュース・2023年夏号掲載）

【コラム】弁護士になるまでを振り返って（弁護士深谷直史）
入所してから約半年が経ってしまいました。なんだかあっという間です。思えば、弁護士になるまで、新型コロナウイルスに振り回されて
きました。未知の感染症が拡がる中で司法試験は延期、図書館や学校は閉鎖されて勉強ができない、延期後の日程は夏真っ盛りの猛暑日と
いった状況で司法試験を受けました。例年恒例であった法務省掲示板での合格発表も、中止になってしまいました。無事合格した後も、修
習はオンラインとの併用、同期や教官とろくに顔も合わせない、カリキュラムの変更など制約の多かった修習でした。五月雨式に来る司法
研修所からの事務連絡に右往左往しているうちに、修習も終わってしまいました。今振り返ると、すごく大変だったなと思います。無事に
弁護士になれて、半年間無事になんとかやれていることに喜びを感じています。迎え入れてくださった埼玉総合法律事務所の皆様、お世話
になった家族と友人に感謝申し上げます。 　

弁護士になった後も、研修三昧の日々で、司法試験を受けているときよりも勉強することは多いです。委員会にも１０個近く入ってしまい、
色々な行事に顔を出しています。コロナも比較的落ち着いてきて、弁護団のイベント等で地方に行くことも多くなってきました。学ぶべき
ことは、まだまだたくさんあります。今年も謙虚の気持ちをもって、目の前のことに一生懸命取り組みたいと思います。

弁護士　深谷　直史

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）
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【コラム】フレッシュさを武器に（弁護士深谷直史）
はじめまして、2022年5月より埼玉総合法律事務所に入所しました、弁護士の深谷直史と申します。埼玉県川口市出身で、川口市立幸
並中学校、埼玉県立大宮高校、一橋大学法学部、慶應義塾大学法科大学院卒です。趣味はランニングと写真を撮ることです。
司法修習では埼玉に配属され、埼玉弁護士会の先生方の暖かさに触れ、埼玉で働くこととなりました。

私は、大学時代に憲法ゼミに所属し、思想良心の自由について勉強していました。勉強を通じて、すべての人が個人として尊重される社会
を実現したいという想いを抱き、弁護士を志しました。そのような活動を、故郷である埼玉県で始められることを大変嬉しく思っておりま
す。司法試験の勉強は大変でしたが、家族、友人、その他たくさんの方のサポートにより、無事に弁護士になることができました。自らの
職務を通じて、少しずつ恩返しをしていきたいです。

地域に根差した、伝統ある埼玉総合法律事務所で弁護士としてのキャリアを始めることができ、大変光栄に思っております。約５年ぶりに
入所した新人弁護士として、フレッシュさを武器に新風を吹かせていきたいと意気込んでいます。

まだまだ若手ではありますが、法律の専門家としての自覚と責任を持ち、一つ一つの事件に誠実に、粘り強く取り組んで参ります。
皆様の信頼にお応えできるような弁護士を目指し、熱意と誠意をもって職務に励みたいと思っております。 　
今後もご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
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